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1　は　じ　め　に

ヒメノモチに対する栽培指針の作成に当り，第1報で示

した期待生育量を確保するため，土壌型別の効率的な施肥

法を確立することを目的として試験を実施し，土壌型に

より生育と収量特性に明瞭な違いが認められたので報

告する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　岩手県紫波郡紫波町志和

（2）試験区の構成　表－1参照

（3）供試品種　ヒメノモチ

（4）供試土壌　灰色低地土，多鱒黒ポク土，黄色土　グ

ライ土

（5）試験年次1988年．1989年

表1試験区の構成　　　　　　（kgN／a）

区　 名
基　 肥

19 8 8 19 8 9

追 肥 （2 か 年 同 じ）

幼 形　　 減 分　　 穂 揃

1 0．5　　　 0．4

0．2　　　 0 ．2標 肥　 2 0．5　　　 0．4

3 0 ．5　　　 0．4 －　　　 0 ．2　　　 0．2

4 0 ．7　　　 0．6

0．2多 肥　 5 0 ．7　　　 0．6

6 0 ．7　　　 0．6 －　　　 0．2

3　試験結果及び考察

図1に収量構成要素の2か年の調査結果を示した。1988

年は7月中下旬の低温により稲体窒素濃度が高く推移し後

期日照不足によって冷害年となり，各土壌での生育に大き

な差が出た。1989年は7月から8月にかけて干ばつの影響

が東色土を中心にみられたが．基肥の量を前年よりも1kg

減らしたことにより．追肥の効果が明瞭に現れた。

2か年の試験結果をもとに∴数量化Ⅰ類による垂回帰式

用いて各処理の効果を検討した。年次，土壌乳施肥体系

をアイテムとし，各々2，4，6の合計12のカテゴリーと
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図1各区における収量構成要素

して，各調査項目に対するそれぞれの処理効果を，基準化

カデコリーウェイトで整理した。

このうち精玄米重，d籾数，豊熟歩合，倒伏度について

各々図2～5に図示した。施肥体系についてみると，標肥

の無追肥は減収程度が最も大きい。幼形期追肥（施肥体系

の2と5）は，穂数（図略）と粉乳特に籾数確保には大

きな効果が見られた（図3）。しか　しながら豊熟歩合を下

げ（図4），倒伏度も大きくなった（図5）。これに対して

減分期追肥（施肥体系の3と6）は∴精玄米重，正籾数で

は幼形期追肥に若干劣るものの，豊熟歩合では優り（図

4），倒伏度も大きく軽減されている（図5）。
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図2　桔玄米重
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図4　登熟歩合

土壌別にみた場合，ほぼすべての項目で，灰色低地土と

プライ土，及び多湿黒ボク土と黄色土が似た傾向を示した。

前者は，精玄米重．ポ籾数が高く，豊熟歩合が低く，倒伏

度も高い傾向が見られた。一方後者では，精玄米垂，d籾

数が少なく，登熱歩合が高く．倒伏も少ない傾向であった。

梓長も前者は長く，後者は短めであった（図略）。この違

いは各土壌の母材の差を反映していると考えられた。灰

色低地土とグライ土は低地性の再堆積性母材，多湿黒ポ

ク土と黄色土は台地性の風横又は洪穏母材が主体とみな

される。

以上の分析結果をふまえて図1の試験結果を見ると，灰

色低地土とグライ土では棟数，籾数が確保しやすいため，

基肥は標肥かやや多めにして減分期追肥を組合せることが

効果が高く，幼形期追肥は豊熟歩合や千拉垂が期待値以下

になりやすいことが分かる。一方多湿黒ポク土と黄色土で
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図3　Ⅱf籾数
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図5　倒伏度

は，穂数，籾数不足のため幼形期追肥が必要で，更に減分

期追肥組合せの効果が高いと考えられる。これらの土壌で

は幼形期追肥による登熟歩合や千校垂の低下は少なく，ほ

ぼ期待値内におさまる偵向がみられた。また幼形期追肥に

よる倒伏も問題とならない程度であった。

4　ま　　と　　め

4圃場での2か年のヒメノモチ栽培試験を数量化Ⅰ類に

より取りまとめた結果，土壌型により生育特性が異なるた

め，土壌型にあった施肥体系が必要であることがわかった。

すなわち灰色低地土とグライ土では，標肥かやや多肥ぎみ

の基肥に，登熟歩合向上のための減分期追肥の組合せが，

一方多湿黒ポク土と黄色土では，多肥と幼形期追肥の組合

せによる籾数確保が，各々良好な生育と収量増に結び付く

ことがわかった。


